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１ 広島県内の不登校の状況と主な対応

２ SCHOOL“S”の取組 ～支援内容や方法等に焦点を当てて～

３ SCHOOL“S” における取組の成果と課題

４ 教育支援センターにおける「学びの質」のさらなる向上に向けて
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１ 広島県内の不登校の状況及び主な取組 ～児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査から～
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１ 広島県内の不登校の状況及び主な取組

欠席日数等 計 １０，７６４人
（令和５年度）

欠席日数
0～29日 ー

欠席日数

３０～８９日
5,799人

欠席日数
90日以上 4,965人

出席日数
０～10日

(欠席90日以上のうち)
1,014人

◆ 県教育支援センター（SCHOOL“S”）による支援
※市町教育支援センターとの連携体制の構築

◆ フリースクール等民間団体との連携体制の構築
       情報共有会の開催など

○ 支援者（教職員・支援員）の不登校等児童生徒への支援に在り方・考え方の理解を促進

◆ 不登校SSR推進校への支援 ５４校

    R1・2：11校 → R3：21校 → R4：33校
→ R5：35校 → R6：42校

◆ 高等学校の不登校等生徒への支援
にかかる実証研究事業推進校 ２校

        R5：２校 → R6：2校

◆ 保護者への支援
     イベントの開催・広報誌等の活用による相談体制の周知

取組内容等
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※ 令和４年度から環境を一新するとともにオンラインで利用できる機器を整備

2  SCHOOL“S”の取組

個々の児童生徒の社会的自立に向けた成長を支援する。

経営目標

① 広島県内の国公私立学校の児童生徒
② 児童生徒本人及び保護者等ともに利用を希望している者

※ ①②ともに該当する者
利用対象者

○ 相談できる力
○ 自分の強みを知り、生かす力

育成したい力

↑ 学習室

児童生徒（Students）が
自分で選んだ（Select）
秘密基地（Secret）のようにワクワクする
特別な（Special）場所（Space） 

コンセプト

所在地

広島県東広島市八本松南１丁目２－１
       ※ 県の中央部／県内１か所

↑ プレイルーム

スタジオエス（S） →

４



SCHOOL“S”と市町教育支援センターとの連携体制の構築

施設見学・質疑応答
 「呉市教育支援センター

（つばき中央ルーム）」から

SCHOOL“Sと市町教育支援センターとの連携体制を構築し、
児童生徒の身近にある「安全・安心な居場所」「学びとつながる場所」を一層充実
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支援会議
（週１回）

利用状況 （来室／オンライン）  を市町教委・学校へ連絡月１回

2  SCHOOL“S”の取組

児童生徒が利用方法を選択するともに、コンテンツの中から内容（個別学習
等、SSTなど）を選択して作成した「MY時間割」に基づいて支援

※ MY時間割もスタッフと児童生徒が相談しながら作成

６



課題解決を可能とする個別の柔軟な教育課程により、
教育支援センターでの「学びの質」をさらに向上

＜主な成果＞
○ SCHOOL“S”には、各年度200名超の利用登録があるとともに、１日平均約50名（来室約30名／オンライン約20
名）が利用しており、さらに、指導主事による訪問支援など、市町教育支援センターとの連携により、社会とのつながりを
断つことなく、学びとつながれる場所として、県内各地の安全・ 安心できる居場所として充実を図ってきた。

○ SCHOOL“S” への参加が学びへの意欲につながり、更に県内全体を対象とする別のプログラムへの参加につな
がった生徒がいるなど、教育支援センターでの活動が児童生徒の学びを深め、社会へのつながりを広げている。

＜主な課題＞
▼ 社会とつながる居場所としての利用のみで、学ぶ意欲の向上や必要な資質・能力の向上にまでつながっていない児

童生徒もいる。

▼ 在籍校における学習内容との連続性の確保や、 SCHOOL“S”における学習の在籍校における評価が困難な状況
も見られる。

▼ 教育支援センターにおける学びの支援について、教育課程の実施を含め、連続性や系統性への意識が薄く、また、
個々の児童生徒に応じた個別のサポート計画が作成されていない場合もあり、指導・支援の質にばらつきが見られる。

３ SCHOOL“S” における取組の成果と課題

不登校児童生徒一人一人に応じた特別の教育課程の編成を認め、一定の要件を満たした校外の教育支援センターにおいても、
当該教育課程を実施する場所として明確に位置づけることで、学習支援の体系的な実施を促進し、子供たちの学びの質の向上につなげられないか。
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尾道市教育委員会

＜研究内容＞
    

   「不登校等児童生徒に必要となる資質・能力」を踏まえた、
教科の新設や統合等を含む特別の教育課程の編成の検討

   新設教科 「はっさくタイム（表現）」
「はっさくタイム（チャレンジ）」

各教科の年間指導計画を重点化

不登校の「様態」に応じたルーブリックの作成

         学習評価の在り方

因北小学校
支援Co（国加配①）
授業アシスタント（国予算①）

研究推進
（県加配①）

指導主事による訪問支援

因島はっさく（教育支援センター）

相談員２名（市措置）
スクールソーシャルワーカー（市措置）

指導主事による訪問支援

因北中学校

支援Co（県加配①）
授業アシスタント（国予算②）

研究推進
（国加配②）

指導主事による訪問支援

ひろしま学びプログラムの活用

・ あつまれ！ 学びプログラム
（SCHOOL“S”プログラム）

・ オンライン学びプログラム
・ オンラインクラブ活動

広域交流型オンライン学習の活用

・ 学校と学校、学校と社会、ひととひ
とをつないだオンライン学習の提供
（広島大学・東広島市との連携）

広島県教育委員会

４ 教育支援センターにおける「学びの質」のさらなる向上に向けて
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参考資料

SCHOOL“S”における取組について

SSRにおける取組について ～市町の取組を支援～

参考資料①

参考資料②



年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

利用
形態

来室 オンライン 来室 オンライン 来室 オンライン

４月 － － 7.0 1.0 5.3 4.3

５月 2.4 0.9 28.7 9.5 18.9 14.1

６月 11.4 7.3 29.7 20.2 27.3 19.9

７月 17.5 12.5 24.6 15.4 17.5 15.6

８月 19.5 8.0 0.1 8.7 7.5 5.5

９月 20.5 11.9 32.8 20.2 32.6 20.0

10月 23.6 14.2 32.1 19.1 28.8 22.2

11月 27.6 16.3 32.6 20.1 30.1 22.8

12月 24.9 19.0 35.4 20.9 26.8 22.5

１月 24.9 16.9 37.0 24.7 26.1 19.0

２月 31.9 17.7 34.4 29.1 28.3 22.4

３月 31.6 18.2 32.3 23.2 ２２．4 17.3

SCHOOL“S”利用実績（１日平均の利用人数）

SCHOOL“S”利用登録児童生徒数の推移

継続して利用する場合も、年度
ごとに登録し直すこととしている。

参考資料①



SCHOOL“S”紹介プロジェクト
～動画の編集など～

畑プロジェクト

アートタイム

土プロジェクト

恐竜のことについて、篠
田教育長に説明しました。

◆オンラインでの利用
・ ２人１組で担当
・ １コマずつ担当を交代

◆来室での利用
・ 学習室やプレイルームなど

      での学習活動を支援

活
動
し
て
い
る
様
子
を

ラ
イ
ブ
配
信

（
例
）
さ
つ
ま
い
も
苗
植
え

★ SCHOOL“S”のスタッフ ★
  

毎日、７名のスタッフで支援にあたっています。（常駐の職員（５名） ＋ ２名）
※SCHOOL“S”とは別に、相談指導員・心理療法士が電話や面談による相談を受けつけています。

（１日２名～３名）

まずは、つながることを大切にしているので、い
わゆるオンライン授業をしているわけではありませ
ん。チャットでのやりとりがほとんどです。

オンラインで利用している児童
生徒から、チャットで質問があり、
それに答えることもあります。



児童生徒の興味・関心からスタートし、取り組んでいくプロジェクト活動について、令和６年度から「探
究タイム」として、毎週金曜日の３コマ目に固定した。（６つの活動からどれか一つを児童生徒が選択）

探究タイム



SCHOOL“S”における事例

オンラインでの利用

画面オフでの利用（時々、自分が大
切にしているものを見せる）だけど、まず
は、チャットへのつぶやきを拾いながら
その生徒の思いや考えを大切にして、つ
ながりや信頼関係を築いていこう。

オンラインクラブ活動

中継スタッフ
として参加

さらに、社会とのつながりを強くもて
ないか・・・

以前、オンラインの中で興味がある
と言っていた「お菓子工場」の「オン
ライン中継を一緒にやってみない？」
と声をかけてみよう。

◆ 中学生のエピソード ◆

高校へ進学が決定

オンラインの空間を安心安全な居場所に

チャット上で利用者同士の
つながりも見られるように・・・

SCHOOL“S”に・・・

オンラインで紹介してくれ
ていた大切にしているもの
を見せるために来室

家から出て、少し社会との
つながりがもてるように・・・              来室での利用

                 他者との関わりを
                                    広げる

スタッフとの面談
    登校への後押し

学校への登校が増える



学校同士（教室）がつながって実施されるオンライン学習に、SCHOOL“S”からも
児童生徒が参加できるようにしている。

東広島市・広島大学連携

広域交流型 オンライン学習

今年度のテーマ

時を制する者は己を制す 
～キミは時を制することができるか！？～ 

第１回 令和７年 1月２０日（月）・ 1月２１日（火）
場所 ： 広島大学など

ミッション これぞ大学というものを探し出し、写真を１枚撮影せよ。
  （一部） 写真の人を探し出し、好きな言葉を聞き出せ。

学食で大学生気分と料理を味わえ。 など

第２日 令和７年 ３月１０日（月）・ ３月１１日（火）
場所 ： 憩いの森公園など

ミッション ここから展望台までの５つのコースの距離を測れ。
（一部） 春のおとずれを感じる写真を撮影せよ。

 龍王山の山頂を見つけ出せ。 など

SCHOOL“S”利用児童生徒のうち、参加を希望した者を対象とし
て、SCHOOL“S”外における探究活動プログラムを実施した。

個々に応じて、どう成長を促していくのかについて、ＳＣＨＯＯＬ“Ｓ”
内外での活動の中から見立てていくこと、さらに、ＳＣＨＯＯＬ“Ｓ”外
の取組と、日常的なＳＣＨＯＯＬ“Ｓ”内での取組の連動をさせながら
成長をサポートしていくことをねらっている。

学校同士（教室）がつながって実施されるオンライン学習に、SCHOOL“S”からも児童生徒
が参加できるようにしている。

SCHOOL“S”プロジェクト



◎ オンライン学びプログラム
     オンラインクラブ活動        の配信

令和３年７月から、当時のSSR推進校を対象に配信をはじめました。

現在、SCHOOL“S”をはじめ、県内全小中学校から参加できる（事前登録制）こととしており、

月に３～４回、 博物館等の公共施設や民間企業、他の自治体ともコラボして配信しています。





県として不登校SSR推進校を指定 （令和元年度から）

SSR（スペシャルサポートルーム）が

        利用する児童生徒にとって、

◎ 安全・安心で
◎ 個々の状況に応じて

成長できる

居場所であることを目指します。

SSRにおける取組
～市町の取組を支援～

○ 学校全体でチームとして支援を行う体制の充実を図る。
○ ＳＳＲの計画的な運営を行う。
○ 学級担任及び他の主任等を兼ねない。また、原則、授業を担当しない。
○ 学級担任、生徒指導主事（生徒指導担当）及び特別支援教育コーディネーター等と連携し、不登校等児童生徒の個別サポート計画を作成する。
○ 個別サポート計画等を参考に、不登校等児童生徒の個別の状況を取りまとめ、不登校等児童生徒支援会議等において、情報の共有及び支援方
  針の協議・確認を行う。共有・協議等した内容は、校内サーバの共有フォルダ上に保存するなどし、不登校等児童生徒に係る関係教職員で情報の
  共有を図る。
○ 特別支援教育コーディネーター等と連携し、教育相談及び特別支援教育等に関する校内研修を計画、実施し、教員の指導力向上を図り、個に応
  じた児童生徒への適切な支援をもって不登校の未然防止の取組を充実させる。
○ 県教育委員会が主催する不登校ＳＳＲ推進校連絡協議会（年２回）に参加し、研究、情報交換、実践発表及び事例検討等を行う。
○ 月に１回程度、同一中学校区内の小中学校（以下「関係校」という）を巡回し、情報連携を進めるとともに推進校の取組の成果を
生かして中学校区内の不登校等児童生徒への支援充実を図る。

②県教育委員会指導主事の
          定期的な学校訪問による伴走支援

※ 新規校には週１回／２年目校には月１回 終日訪問

①推進校へ教員（不登校等児童生徒支援Co）を加配措置

R1・2

１１校
（小5・中6）

＋10校

R3

21校
（小6・中14・義1）

R4

33校
（小7・中25・義1）

R５

35校
（小9・中26）

R6

42校
（小11・中31）

＋12校 ＋2校 ＋7校

令和７年度

54 校
（小１５・中38・義１）

＋12校

参考資料②



FDPアセスメントの実施（例）
※ 利用開始時と年度末の２回実施

（場合によっては、年度途中でも実施）

① 各判定指標について、複数（学級担任と支援Co）で、
児童生徒の実際の姿をもとに５つの指標のどこにあたる
かを検討しましょう。

② それぞれが、どう判定したのか、どんな姿をもとに判定し
たのかを交流しましょう。

③ 判定した際の情報だけでは判断できない場合、再度、
一定期間、児童生徒の様子を見てみましょう。

④ 再度、交流することを通して判断しましょう。

SSRで育てたい力につながる長期目標、短期目
標を設定することが大切です。

登校の状況にもよりますが、２週間程度で達成で
きる短期目標を設定してみましょう。

〇 適切なアセスメントの実施

児童生徒一人一人の状況だけではなく、
その状況に至っている要因を探っていきましょう。

〇 身に付けさせたい目標を設定（長期目標・短期目標）

〇 児童生徒・保護者との面談等による共通理解

FDPアセスメントはあくまでも手法
の一つです。

判定すること自体が目的にならな
いように留意する必要があります。

＜不登校等児童生徒支援会議（原則週１回）の開催＞
        ・ SSR利用に係る検討
        ・ 状況や支援の方向性について協議

状況把握と共有のみではなく、支援の方向性を
あわせるとともに、誰が、いつまでに、どう取り組
むのかを明確にしましょう。

SSRにおける取組 ～市町の取組を支援～





好きなこと

得意なこと

第1回 レベル

対人関係 2

メンタル 3

ストレス 3

思考 3

環境 4

FDPアセスメント記録シート

児童生徒氏名 在籍級（担任名） 　　　年　　組　　番（　　　　　）

作成担当者 （　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　） FDP実施日 1回目（　　　　）2回目（　　　　）

学年相当（　　　　）

評価の根拠となった具体的な聴き取り・行動の内容

学習状況 学年相当以上あるいは下学年の対応が
必要な教科がある（　　　　　　）

具体的な教科名など

その他

本人理解

① 各判定指標について、複数（学級担任と支援
Co）で、児童生徒の実際の姿をもとに５つの
指標のどこにあたるかを検討しましょう。

② それぞれが、どう判定したのか、どんな姿を
もとに判定したのかを交流しましょう。

③ 判定した際の情報だけでは判断できない場
合、再度、一定期間、児童生徒の様子を見て
みましょう。

④ 再度、交流することを通して
判断しましょう。

FDPアセスメントはあくまでも手法の一
つです。

判定すること自体が目的にならないよ
うに留意する必要があります。



SSRで育てたい力につながる
長期目標、短期目標を設定する
ことが大切です。

登校の状況にもよりますが、２
週間程度で達成できる短期目
標を設定してみましょう。

児童生徒・保護者との面談等
によって、目標の共通理解を
図りましょう。

合理的配慮

関係機関（診断名等）

その他

本人の意向 保護者の意向

長期目標

開始日

令和６年度　個別サポート計画

学年　組 氏名 学級担任名（作成者）

指導の実際

短期目標（行動内容） 手立て
評価

【いつ、誰が、どこで評価するか】

児童生徒
の状況

状況



在籍学級の時間割を基本として

◎ 教室へ行って
◎ ＳＳＲで個別に
◎ SSRで協働で学習するなどを

自分で選択して います。

学習支援
（個別・集団）

教職員から仕事を募り、請け負った生徒が中心と
なり、仲間と協力しながら見通しをもって取り組ん
でいました。

れんげ（先生お手伝い）サービス

◎ 支援Coの教員が中心となって、取り入れた学習活動（例）

自分の目標をより明確にしたり、
受験や高校生活への不安を解消
したりすることを目指して、
高校に進学した先輩（SS
R利用）の話を聞きました。

高校へ進学した先輩（SSR利用）から学ぶ会

先輩の話を聞くこ
とだけではなく、準
備や事後の取組ま
でのストーリーを描
くことが大切です。

イベント企画／実施

ただ、「やりたい」と要望を伝
えるのではなく、「やるためにど
うすればよいのか」を児童生徒
が自分たちで考え、実践する。

目的を明確にするとともに、校
長先生へプレゼンして許可を得
て、他の先生方への説明する。

また、当日までの準備や運営
なども行う。

・調理実習
・社会見学（遠足）
・ゲーム大会 など

◎ オンライン学びプログラム
     オンラインクラブ活動        の配信

イラストクラブの講師を務めて
くれた生徒の作品

生き物クラブ

令和３年７月から当時のSSR推進校を対
象に配信をはじめました。令和４年度から
は、県内全小中学校から参加できることと
し、対象を拡大しました。（事前登録制）
博物館等の公共施設や民間企業、他の

自治体ともコラボして取り組んでいます。







◎ 不登校児童生徒の増加割合の抑制
（令和４年度→令和５年度）

県全体 18.0％ 増加 
推進校全体  7.0％ 増加

◎ 不登校児童生徒への支援の結果、
好ましい変化が見られた児童生徒の割合の増加

R５   56.3％ （前年度＋6.0％）

R３ ： 49.4％    R４ ： 50.3％

SSRを利用して、
少し気持ちが楽に
なったと感じます。

SSRに来て私は、自分一人で抱
え込まず、人に伝えることが少しず
つできるようになりました。

SSRを利用し、コミュニケーションがと
れるようになったり、意思表示ができるよ
うになったので、自信がつき、教室に行っ
て授業を受けられるようになりました。

よく話すとができるようになったし、思いが出
せるようになった。学びプログラムで司会がで
きてよかった。高校生になっても出てみたい。

私にとって、SSRはおだや
かでいろんなことを発見で
きる場所でした。

私は１年生の後期から大勢の人がいるところに行くのがしん
どくなり、体調も悪くなり、学校に行けなくなりました。SSRが
なかったら、今でも学校に行けてなかったかもしれません。

１、２年生の頃は学校にほとんど行ってい
なかったけど、３年生はＳＳＲがあったから、
学校に来る回数が増えた。

SSRのおかげで、苦手だった計画性がつ
いたり、物事を多面的に考えられるように
なったり、成長することができました。

入学時には、こんなに成長できる
なんて思いませんでした。心の底
からSSRを利用して良かったと思
いました。

児童生徒

居場所がはっきりしたことによっ
て、生徒自身が学校（SSR）に行
きたいと言っています。

不登校傾向の生徒の欠
席日数が減って、また、
SSRでは学年をこえたか
かわりをもてています。

学校

＜参考＞  推進校におけるSSR利用生徒数の推移

R1 R2 R3 R4 R５ R6

合計人数 ８６ １５０ ２７１ ３５６ 400 ３９０

１校あたり ７．８ １３．６ １２．９ １０．７ １１．4 ９．３


